
子ども・子育て支援事業計画実施状況一覧（重点項目）

目標値 実績値 実施内容 判定

1 ★ 通常教育･保育事業の推進 受入体制の整備 3月末6,832人在籍

１号認定３～５歳（幼稚園・認定こども園）
　教育・保育施設　543人
　確認を受けない幼稚園　1,995人
2号認定3～5歳（幼稚園）
　教育・保育施設　458人
2号認定3～5歳（保育園・認定こども園）
　教育・保育施設　2,502人
3号認定0歳（保育園・認定こども園・地域型
保育事業）
　教育・保育施設　219人
　地域型保育事業　0人
3号認定1～２歳（保育園・認定こども園・地域
型保育事業）
　教育・保育施設　1,056人
　地域型保育事業　0人

3月末6,935人在籍

①1号認定3～5歳（幼稚園）
　ア　教育・保育施設　523人

イ 確認を受けない幼稚園
1,925人
②2号認定3～5歳（幼稚園）
　教育・保育施設　442人
③2号認定3～5歳（保育園）
　教育・保育施設　2,673人
④3号認定0歳（保育園）
　教育・保育施設　278人
⑤3号認定1～2歳（保育園）
　教育・保育施設　1,094人

◎ 確保量 6,633人 子ども課

2 ★独自 幼稚園･保育園の施設整備
施設の老朽化に伴う改修など、保育環境の
向上を図るための整備

1園 2園 2園
みのわ保育園の移転建設工事
及び南部保育園の中規模改修
ほか工事を実施した。

◎ 2園 子育て支援課

（2）教育・保育
環境の質の向

上
6 ★独自 新規 保育者の研修制度の充実

保育者の資質向上に向けた研修内容の充
実

年間研修回数5回（新規掲
載事業）

7回 7回

園長研修１・主任研修１・実技
研修１・全体研修１・危機管理
研修１・障害児保育研修１・公
開保育１

○ 年間研修回数8回 子ども課

10 ★ 一時預かり事業の充実
保護者の就労、疾病、冠婚葬祭や介護等の
理由により、児童の保育が一時的に困難に
なったときに預かる事業

利用延べ人数55,193人

1号認定（幼稚園での預かり保育利用
延べ人数）　11,877人
2号認定（幼稚園での預かり保育利用
延べ人数）　35,631人
その他（保育園での一時保育利用延べ
人数）　10,469人

利用延べ人数60,917
人

1号認定（夏休み等における幼
稚園での預かり保育利用延べ
人数）　13,625人
2号認定（通常開園日における
幼稚園での預かり保育利用延
べ人数）　37,447人
その他（保育園での一時保育利
用延べ人数）　9,845人

◎
利用延べ人数
58,333人

子ども課

11 ★ 時間外保育事業の充実
保育園で就労等により長時間の保育を必要
とする保護者のために1日11時間以上の保
育を行う事業

利用人数551人 579人 利用人数628人
公立保育園11園と私立保育園
13園で実施

◎ 利用人数615人 子ども課

12 ★
病児・病後児保育事業の充
実

病気または病気の回復期にあり、集団での
保育が困難な生後6か月から小学校3年生
までの児童が、保護者の就労等の理由によ
り、家庭で保育を受けられない場合に限り、
連続7日間を限度に預かる事業

利用延べ人数182人 204人 利用延べ人数245人 1施設（ぐんぐん）で実施 ◎
利用延べ人数
204人

子ども課

（1）学校教育等
の充実

15 ★独自
幼稚園・保育園と小中学校
の連携

幼稚園・保育園から小中学校までの連携を
強めるための総合的なカリキュラムの整備に
向けた研究

未実施
（指標変更事業） 2回 ５回 小学校教諭参加者13人 ◎

連 携 の た め の カ リ
キュラム作成研究会
の開催回数　3回

学校教育課
子ども課

（2）放課後等の
環境整備

30 ★
放課後児童健全育成事業
（児童クラブ）の推進

昼間保護者が就労等で家庭にいない小学
生に、遊びや生活する場を提供し、児童の健
全育成を図ることを目的とした事業

1～3年生1,162人
4～6年生93人

低学年の利用人数　1,298人
高学年の利用人数　272人

①1,520人
②332人

小学1年生から4年生を対象 ○
1～3年生1,229人
4～6年生511人 子育て支援課

44 ★ 新規 利用者支援事業の推進
子育て支援アドバイザーを設置し、一人ひと
りに合った子育て支援サービスの提案を行う
事業

未実施 8回 8回
子育て支援アドバイザーによる
出張保育説明会

◎
子育て支援アドバイ
ザーによる出張保育
説明会8回

子育て支援課

45 ★
地域子育て支援拠点事業の
充実

・地域子育て支援センター事業
子育て家庭を対象とした育児相談や子育て
サークルの支援等を地域ごとに行う事業
・つどいの広場事業
子育て中の親子が気軽に集い、スタッフや他
の母親たちと相談・交流することで、安心して
子育てできる場所を提供する事業
・にこにこランド事業
児童センターにおいて子育て中の親子が気
軽に相談、交流ができる場を提供する事業

計16か所
利用延べ人数108,667人

0～2歳の利用延べ人数
　確保量　119,892人
　実施か所数　17か所

116,762人
実施か所数　17か所

子育て中の親子が気軽に相談・
交流できる場を提供

◎

計18か所
利用延べ人数
113,616人

子育て支援課

46 ★
ファミリー・サポート・センター
事業の推進

育児の援助をする人と援助してもらいたい人
が会員になり、お互いに助け合う会員組織の
事業

利用延べ人数1,288人 1,373人 1,942人 会員の相互援助活動の調整 ◎
利用延べ人数1,407
人

子育て支援課

47 ★
子育て短期入所生活支援事
業（ショートステイ）の充実

保護者の疾病等の理由により、家庭において
児童の養育が困難になったときに児童養護
施設等で一時的に養育する事業

利用延べ人数6人 10人 延べ１0人 ２人×5日間 ◎ 利用延べ人数10人 子育て支援課

（2）子育て支援
ネットワークの

構築
56 ★独自

地域ぐるみの親子ふれあい
活動の充実

各小学校区において、子ども会等が中心と
なって行う親子ふれあい活動を支援する

活動実施小学校区16区 19区 21区
21小学校区で子ども会理事が
親子のふれあいを目的とした
様々な事業を実施した。

◎
活動実施小学校区
21区

生涯学習課
青少年の家

（3）子育てしや
すい社会環境

の整備
67 ★独自 新規

女性の再就職支援事業の推
進

女性のための「再就職支援セミナー」の開催
と、女性の再就職に対する中小企業への支
援

未実施 1回 ２回 セミナーの開催 ◎
１回 セミナーの開
催

商工課

（1）教育・保育
環境の量の確

保

28年度
基本施策 №

重点
項目

新規事業

（3）保育サービ
スの充実

（1）子育て支援
サービスの充実

主担当課

1 乳幼児期の
教育・保育環境

の充実

2 学童期からの
「生きる力」を育

む環境整備

3 地域社会にお
ける子育て支援

具体的施策 具体的施策の概要
基準値

（平成25年度実績）
目標値

(平成31年度)
基本方針

　　　　　　　　重点項目：★　国の必須記載項目（事業）、★独自　安城市独自の推進事業 判定：◎目標値達成　○基準値達成　△基準値未満　×未実施　　　　　



子ども・子育て支援事業計画実施状況一覧（重点項目）

目標値 実績値 実施内容 判定
28年度

基本施策 №
重点
項目

新規事業 主担当課具体的施策 具体的施策の概要
基準値

（平成25年度実績）
目標値

(平成31年度)
基本方針

（1）安心・安全
な妊娠・出産へ

の支援
77 ★ 妊婦健康診査事業

妊婦を対象とした医療機関等における健康
診査費用の助成

95.10% 95.00% 95.84%

妊娠の届出を受け、受診票を１
４回分交付している。早期に届
け出ることで、必要な妊婦健診
を妊娠初期から受けられる。

◎ 95% 健康推進課

（2）子どもの健
康増進

80 ★
乳児家庭全戸訪問事業
(こんにちは赤ちゃん事業)

生後4か月を迎えるまでの乳児のいる全家庭
を訪問し、乳児及び保護者の心身の状況及
び養育環境の把握、子育てに関する情報の
提供、養育の相談に応じ、助言その他援助
を行う

99.50%
訪問対象家庭数1,915件
赤ちゃん訪問家庭数1,906
件

100.00%

99.6%
訪 問 対 象 家 庭 数
1,842件
赤ちゃん訪問家庭数
1,834件

入院中や海外在住等の理由に
より目標値未達成

○ 100% 健康推進課

（1）子どもが安
全に育つ体制

の整備
92 ★ 養育支援訪問事業の推進

子育てに対して不安や孤立感を抱える家庭
や、様々な理由により養育支援が必要な家
庭に対して家事・育児支援を行う

利用実人数25人
(家事支援10人、育児支援
15人)

利用人員31人
57人
456回

事業内容についての学習会を
実施

◎ 利用実人数37人 子育て支援課

（3）障害児施策
の充実

102 ★独自 新規
(仮称)子ども発達支援
センターの整備

療育センター、サルビア学園等を併せ、さら
に機能を高めた「（仮称）子ども発達支援セン
ター」の整備を推進する

未整備 実施設計 1式 実施設計を完了した。 ○ 1か所
子育て支援課子ども
課

5 支援を必要と
する子どもや
保護者への対

策

4 安心・安全な
妊娠・出産・

育児のための
保健対策

　　　　　　　　重点項目：★　国の必須記載項目（事業）、★独自　安城市独自の推進事業 判定：◎目標値達成　○基準値達成　△基準値未満　×未実施　　　　　
















